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計画に沿った緩衝帯整備の実施 維持

成果 維持する

県森林づくり県民税の趣旨に則った活動を行う。

成果指標と目標値
を設定した理由

森林公園の再整備を通じて地区の観光資源の確保及び緑化思想の普及を図る。

平成31年度の
実施方針

例年どおり実施 活動量 維持する コスト 維持する

成果 - 箇所 - 箇所 －
森林公園再整備 作成

目標

成果 100.0 ％ 100.0 ％ －

目標 100.0 ％ 100.0

- 箇所 - 箇所 1 箇所

％ 100.0 ％

総事業費　Ａ＋Ｂ 円 2,381,220 2,180,100 3,164,440

市民１人当たりコスト 円 55 51

人件費　Ｂ 円 1,160,820 965,100 1,029,440
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成果指標　アウトカム 方向 平成29年度 平成30年度 平成31年度

イ
ン
プ
ッ

ト

事
務
事
業
コ
ス
ト Ｈ31は予算額 一般財源 円 94,400 159,000 1,035,000

市債 円

その他特定財源 円

正規職員数 人 0.18 0.15 0.16

県支出金 円 1,126,000 1,056,000 1,100,000

決算（見込）額　Ａ 円 1,220,400 1,215,000 －

財源内訳

国庫支出金 円

補正予算 円 268,000 －

合計 円 1,460,000 1,215,000

項　　目 単位 平成29年度 平成30年度 平成31年度

対象（誰のために) 意図（どのような状態にしたいのか）

市民 地域の実情や市民のニーズに対応した森林環境を整える。

現状・課題

予算額

当初予算 円 1,460,000 947,000 2,135,000

2,135,000

野生鳥獣害被害防止等を目的として、これまで森林緩衝帯整備に重点を置き事業を実施してきた。
今後は、市民から要望がある森林公園の再整備に取り組みたい。

市が行う理由
及びその根拠

任意的自治事務
森林の多面的な機能を持続的に発揮させるため、市が中心となって地
域の森林づくりの推進を行う必要があるため。

事務事業概要 森林税を活用し、里山を整備し、健全な森林づくりと里山を取り巻く森林環境を整える。

平成31年度
の活動指標
アウトプット

活動内容 活動量

森林公園再整備 １箇所

森林緩衝帯整備 3.9ha

予算
体系

会計 一般会計 実施計画

款 ６款 農林水産業費 計上

項 ２項

目指す姿

目 １目 林業振興費 平成20年度

政策 03 農林業の振興 係 耕地林務係
総合
計画
体系

基本政策 3 にぎわいと活力あふれるまちづくり 課・室 農政課

施策 05 森林資源の維持と活用 内線電話 251・252

林業費 実施期間

事務事業名 みんなで支える森林づくり事業
目標設定日 平成31年3月1日

部・局

事務事業マネジメントシート（平成31年度目標設定） 事務事業№ 050137

経済部



森林緩衝帯整備

活動内容 ４月 ５月 ６月

森林公園再整備

平成31年度　業務スケジュール

１月 ２月 ３月

県への事業計画書の提出・交付申請

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

経済部

課・室 農政課

係 耕地林務係

事務事業名 みんなで支える森林づくり事業

部・局

▼県へ事業計画書

の提出・交付申請 

▼森林公園再整備工事 

▼森林緩衝帯整備 


